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日野市の水田と用水路の保全・活用を考えるための 

アンケート調査ご協力のお願い 

 

水都日野・水田保全検討会 

 

拝啓、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。皆さまには、日野市の行政に特に、用

水の維持管理活動にご理解ご協力賜っていますことに改めて深く感謝申し上げます。 

 さて、日野市の農地（特に、水田）は、交通至便なことから、農地の宅地化が依然として進行してい

るのが現状です。特に、近年水田の減少が著しく保全が難しくなっています。 

 日野市におきましては、ご存知の通り、今後のまちづくり計画、農業振興の目指す方向として「都市

と緑・農が共生するまちづくり」としております。今回の調査では、皆様の「農」特に、水田との連携

から、水稲に必要な用水の保全も含め水田の市民協働による維持のあり方について、皆様のお考えをお

聞きしたいと考えております。大変お手数ですが、アンケートにご協力くださいますようよろしくお願

します。 

敬具 

記 

 

■ このアンケートは、日野市の市民の皆様にお配りしております。 

 

■ アンケート調査票の回収について 

ご回答いただきましたアンケート調査票は、同封しました返信用封筒にて、平成28年２月15日（金）

までにご投函ください。 

 

■ 集計結果について 

集計結果は、同検討会が統計的に処理します。ご回答の内容を、日野の市民の皆様が日頃、田んぼや

用水路に感じておられるイメージと今後市民と協働して保全の方策を策定して行く上での配慮すべき

データとして尊重し、ご回答内容は非公開とし、また個人が特定できない統計情報として処理し、本調

査目的外で利用することは一切ございません。 

 

■ 調査主体 

― － － 水都日野・水田保全検討会― － － －  

【構成団体】日野市 環境共生部・まちづくり部・教育部、JA東京みなみ日野支店、 

一般財団法人都市農地活用支援センター 

■お問い合わせ 

事務局：（一財）都市農地活用支援センター 橋本、小谷 

ＴＥＬ：０３－５８２３－４８３０ 

ＦＡＸ：０３－５８２３－４８３１ 

日野市環境共生部緑と清流課 平、高木 

ＴＥＬ：０４２－５８５－１１１１(内線 3631) 

以上 

４．市民アンケート 
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(あてはまるものに○を付け、住所をお書きください) 

年代：１．20 代 ２．30 代 ３．40 代 ４．50 代 ５．60 代 ６．70 代 ７．80 代 

性別：  男 ・女     職業：常勤・自営業・非常勤・農業・学生・無職・その他 

住所：（字）     丁目    （差し支えなければ、字、丁目までお書きください） 

居住歴：１．5 年以内 ２．6～９年 ３．１０～１９年 ４．２０年～２９年  

   ５．３０年以上 

参加団体：１．自治会・町内会 ２．ボランティアグループ   

    ３．自然保護環境団体サークル等 ４．その他団体（          ） 

 

(あてはまる番号に 3 つまで○を付けてください) 

 項  目 

１ 農作物の生産の場 

２ 生きものにとって大切な場 

３ うるおいのある景観の形成 

４ 災害時の避難空間など 

５ みどりやオープンスペースの確保 

６ 貸し農園や体験農園等、市民の趣味・レクリエーションの場 

７ 子どもの環境学習の場 

８ その他（                              ） 

 
 

 

(あてはまるものの番号に○を付けてください) 

１ 田んぼが減少しているのは知っている 

２ 田んぼが減少していることは知らない。 

３ 関心がない 
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（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

  知っている 聞いたことがある 知らない 

１ 市民の援農(せせらぎ農園)等    

２ たんぼの学校（中央公民館）    

３ 農の学校（ＪＡ・行政）    

４ 学童教育水田（潤徳小 他）    

５ 体験農園（水田農家）    

  

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

  ある 頻度(回) ない 

１ 小学校の学童教育水田を体験    

２ 農家に入り農作業の手伝いをしている    

３ 「農の学校」で受講    

４ 市内ボランティアグループに誘われて    

  

 

 

（あてはまる番号に○を付けてください） 

 項  目  

１ 農地を借りて農業を始めたい 

２ 市民農園などの区画を借りたい 

３ 体験農園や学習農園で活動したい 

５ 田植えや稲刈り等のイベントに参加したい 

６ ふれあい市場や直売所を利用して安心な農作物が欲しい 

７ 特に農地を利用したいとは思わない 

８ その他(具体的に：                         ) 

 

（あてはまる番号に○を付けてください） 

１ 知っている 

２ 知らない 



43 

 

 

 

（あてはまる番号に○を付けてください。複数回答可） 

１ 田植え時、田植え機への育苗箱の荷卸し、田植え後の育苗箱回収・片付け 

２ 稲生育時期の草刈・草刈り（不定期、シーズンで５回程度必要） 

３ 稲刈り時のハゼ掛け組立（刈り取り後の稲束のハゼへの運搬） 

４ 天日干し後の脱穀作業（脱穀機への稲束運搬、籾
もみ

袋運搬） 

５ その他の補助作業 

 

 

（あてはまる番号に○を付けてください） 

 項  目 

１ ぜひ参加したい 

２ メリットがあれば参加したい 

３ 田植え、収穫祭等、イベントであれば参加してい 

４ お礼程度のもの（実費や農産物のおすそわけ等）があれば参加してもよい 

５ 参加したくない 

６ わからない 

７ その他（                             ） 

  

 

 

  

（あてはまる番号に○を付け、知っている方はその名称をご記入ください） 

１ 
知っている 名称          用水 

２ 知らない   
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10  

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

 
 

 

とても好

まし 
好ましい 普通 

好ましく

ない 

非常に好ま

しくない 

１ 用水路への評価      

２ 用水路への親しみ      

あてはまるものの枠に○を付けてください） 

 
 

 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 

１ 用水路への満足度      

 

11   

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

 
 

 
とても良い 

まあまあ良

い 

どちらとも

いえない 
少し悪い とても悪い 

１ 雨水排水      

２ 気温の安定      

３ 水質      

４ 植物      

５ 生き物      

 ６ 親水性      

７ 安全性      

８ 景観      
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12   

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

 
 

 

よく利用し 

ている 

時々利用して

いる 

あまり利用し

ない 

ほとんど利用

しない 

１ 自然観察     

２ 散歩     

３ 
魚釣りやザリ 

ガニとり 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 水遊び     

５ 摘み草     

 ６ 絵や写真撮影     

７ 通期・通学路     

８ 防火用水     

９ 植木への散水     

 

13 12

 

（あてはまるもの番号に○を付けてください。複数回答可） 

１ 水が汚い 

２  ゴミが多い 

３  用水路が近くにない 

４ 危険だから 

５  興味がない 

６  時間がない 

14  

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 
  

 

とても気に

なる 

やや気にな

る 

どちらとも

いえない 

あまり気に

ならない 

ほとんど気

にならない 

１ 用水路のゴミ      

２ 用水路の臭い      
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15  

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

 とてもある ややある あまりない 全くない わからない 

用水路の文化的

価値・歴史的価値 
     

16
 

（あてはまるもの番号に○を付けてください） 

１ 非常に重要である 

２ 重要である 

３ それほど重要ではない 

４ 全く重要ではない 

５ わからない 

17  

（あてはまるもの番号に○を付けてください） 

１ 払う 

２ 払わない 

３ わからない 

 

（あてはまるもの番号に○を付けてください） 

金額（年間） 

500 円 1,000 円 3,000 円 5,000 円以上 

    

18  

   

（あてはまるものの番号に○を付けてください） 

１ 清掃活動によく参加している 

２ 清掃活動に何度か参加したことがある 

３ 参加したことはないが、機会があれば参加したい 

４ 参加したことはない。今後も参加したくない 
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（あてはまるものの番号に○を付けてください。複数回答可） 

１ 地域への誇りや愛着がある 

２ 地域のために、役立ちたい 

３ 清掃等活動を通して地域でのコミュニケーションが高まる 

４ （自由回答                         ） 

 

19  

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

  

 

積極的に担

うべき 

少しは担う

べき 

あまり担う

べきでない 

担うべきで

ない 
わからない 

１ 用水組合      

２ 農家      

３ 
用水路周

辺の住民 
     

４ 一般市民      

５ 
日野市 

（行政） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 50 1 50

 

(あてはまるものの枠に○を付けてください) 

 項  目 知っている 

名前だけ知っ

ている。聞いた

ことがある 

知らない 

１ 「水都日野」の呼称    

２ 日野市清流保全条例    

３ 用水守制度    
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21 20

 
 (あてはまるものの枠に○を付けてください) 

  知っている 

名前だけ知っ

ている。聞いた

ことがある 

知らない 

１ 生物多様性地域戦略    

  

 

（あてはまるものの枠に○を付けてください） 

  是非参加したい 参加を考える 参加しない 

１ 
「いきものとつなが

る」イベント 
   

 

22  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。最後までアンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

 

ご回答いただきましたアンケート調査票は、平成 28 年２月 15 日(月)までに、

同封の封筒にてご返送いただきますようお願いいたします。 
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日野市の水田と用水路の保全・活用を考えるための市民アンケート調査 

 

（１）調査方法          

・実施主体  ：水都日野・水田保全検討会  

・調査地域  ：市内居住の市民 

・調査対象  ：平成 28年 1月 16 日シンポジウム参加者、農に関係する団体の方々 

        平成 28年 1月 25 日市内小学校 5校 5,6 年の父兄 

配 布 数  ：一般市民  953 票 

        農に関心層 397 票 

・実施期間  ：平成 27年１月 16日～2月 18 日 

・調査基準日 ：平成 27年１月 18日 

・調査方法  ：配布は、手渡し。回収は、郵送（但し、シンポジウム後回収箱投入） 

（２）回収結果 

全体の回収率は 34.5％であった。 

 一般市民 農に関心層 全体 

配布数 953 票 397 票 1350 票 

回収 381 票 108 票 489 票 

回収率 39.9％ 34.8％ 36.2％ 

 

（３）調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 0 回答者の属性 

                            ・年齢 

                             一般：30～40 歳代で 85％であった。 

                             農に関心層：農に関心層：50 歳代以上で、

85.1％であった。 

                            ・性別 

                             一般：男性 13.1％、女性 86.9％となっている 

                             農に関心層：男性 58.51％、女性 41.5％とな 

                             っている。 

                            ・職業 

                             一般：常勤 34.7％、次いで無職 22.3％となっ                            

                             ている。 

                             農に関心層：無職が 37.8％、常勤が 14.3％と

なっている 

                            ・居住歴 

                             一般：10 年から 19 年で 50％、10 年以下が、

36.8％となっている。 

                             農に関心層：30 年以上が 64.4％、10 年か                  

                             ら 19 年が 13.5％、20 年から 29 年が 12.5％ 

                             となっている。 

                            ・参加団体 

                             自治会・町内会に 78.3％が所属している 

                             農に関心層：様々な団体に所属している。 

 

                             一般は、小学校 5、6 年父兄であることから

（無職 22.3％、回答者の多くが女性）、いわ

ゆる専業主婦と思われる。常勤・非常勤、自

営業を合わせて、57.6％となっており、所謂

子育て期にある層で地域活動等に参加が厳

しい層である。                             

                             逆に農の関心層は、リタイア層等比較的自由

な時間を多く持っている高齢者の方が多い。

居住歴で 20 年以上の居住歴が 73.9％となっ

ている。  

 

 

 

調査項目 回答形式 

問 0 回答者の属性（年代・性別・職業・居住歴・参加団体） 択一 

問 1 日野市の農地の役割について 複数回答 

問 2 日野市の田んぼの減少について 択一 

問 3 非農家（市民等）による水田保全の取り組みについて 択一 

問 4 水田との関わりについて 択一 

問 5 農地利用について 複数回答 

問 6 日野市内の小学校における給食での日野産米の使用について 択一 

問 7 援農としてできる作業内容について 複数回答 

問 8 援農ボランティアへの参加について 複数回答 

問 9 身近な用水路の名称について 択一・記入 

問 10 用水路に対する考えについて 択一 

問 11 用水路のイメージについて 択一 

問 12-1 用水路の利用について 択一 

問 12-2 用水路をあまり・ほとんど利用しない理由について 複数回答 

問 13 用水路のゴミと臭いについて 択一 

問 14 用水路の文化的・歴史的価値について 択一 

問 15 用水路保全のための市民活動の重要性について 択一 

問 16-1 用水路維持保全のための基金について 択一 

問 16-2 用水路維持保全のための基金に支払える金額について 択一 

問 17-1 用水路清掃活動への参加経験について 択一 

問 17-2 用水路清掃活動への参加に対する考えについて 複数回答 

問 18 用水路管理の担い手について 択一 

問 19 日野市の用水再生維持のための取り組みについて 択一 

問 20-1 生物多様性地域戦略について 択一 

問 20-2 「いきものとつながる」イベントについて 択一 

問 21 その他、農に関するご意見 自由記入 

 

0.4%

0.9%

0.3%

12.5%

5.6%

14.4%

64.3%

8.4%

80.1%

8.2%

20.6%

4.7%

7.2%

30.8%

0.5%

6.4%

29.0%

0.0%

1.0%

4.7%

0.0%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

年齢

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

23.0%

58.5%

13.1%

77.0%

41.5%

86.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

全体

農に関心層

一般

性別

男性 女性

30.2%

14.3%

34.7%

4.7%

10.2%

3.2%

18.2%

13.3%

19.7%

2.3%

9.2%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

25.7%

37.8%

22.3%

18.9%

15.3%

19.9%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

職業

常勤 自営業 非常勤 農業 学生 無職 その他

13.2%

4.8%

15.5%

17.8%

4.8%

21.3%

42.8%

13.5%

50.8%

5.2%

12.5%

3.2%

21.1%

64.4%

9.2%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

居住歴

５年以内 ６〜９年 10〜19年 20〜29年 30年以上
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問１ 田んぼの役割 

                           一般：農作物生産の場 28.9％、次いで環境学習の

場 26. 8％、次に生きものにとって大切な場20.3％

となっている。 

                           農に関心層：農作物生産の場 26.0％、次いで生き

ものにとって大切な場 18.8％環境学習の場

26.8％、次に生きもの場 13.8％となっている。 

 

                           一般も農に関心層も大きな差は、見受けられない。

都市農地（田んぼ）が生産の場であると同時に、

田んぼを含めた、農地農業の持つ多面的な機能に

対する住民意識の高さが確認できる。 

問２ 田んぼの減少について 

                              一般：田んぼの減少を知っている 72.3％であっ

た。 

                              農に関心層：田んぼの減少を知っている 94.4％ 

                              と殆どの方が認知している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 非農家（市民等）による水田保全の取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般は、市民の手による水田保全への取組の認知は、農の関心層に比べ低いものの、各小学校５年生を対象と

した子供の学童教育水田の機会もある父兄であり、55．6％と高い関心が確認された。田んぼでの稲作体験（教

育）の効果が確認される。 

問４ 水田との関わりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.8%

73.3%

11.2%

18.8%

15.2%

19.8%

56.4%

11.4%

69.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民の水田保全(農の学校)

知っている 知らない 関心ない

63.5%

28.8%

78.3%

9.8%

27.9%

2.1%

3.3%

11.5%

0.0%

23.4%

31.7%

19.6%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

参加団体

自治会・町内会 ボランティアグループ

自然環境保護団体サークル等 その他団体

28.2%

26.0%

28.9%

19.9%

18.8%

20.3%

11.5%

18.8%

9.1%

3.1%

4.3%

2.7%

3.6%

5.2%

3.1%

9.4%

11.3%

8.8%

23.5%

13.0%

26.8%

0.8%

2.6%

0.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

田んぼの役割

農作物生産の場 生き物にとって大切な場

景観形成 災害時の避難

みどりオープンスペース 貸し農園・体験農園等

環境学習 その他

29.1%

65.1%

19.0%

19.8%

16.0%

20.8%

51.1%

18.9%

60.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

市民の水田保全(援農)

知っている 知らない 関心ない

18.7%

47.0%

11.1%

16.4%

21.0%

15.1%

65.0%

32.0%

73.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

市民の水田保全(田んぼの学校)

知っている 知らない 関心ない

56.6%

60.2%

55.6%

11.2%

16.5%

9.7%

32.2%

23.3%

34.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

市民の水田保全(学童教育水田)

知っている 知らない 関心ない

17.5%

24.7%

15.6%

21.9%

28.9%

20.1%

60.6%

46.4%

64.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

市民の水田保全(体験農園)

知っている 知らない 関心ない

8.4%

22.3%

5.0%

91.6%

77.7%

95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

水田との関わり

(学童教育水田)

ある ない

8.4%

22.3%

5.0%

91.6%

77.7%

95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

水田との関わり

(農家手伝い)

ある ない

6.1%

26.6%

1.0%

93.9%

73.4%

99.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

水田との関わり

(農の学校)

ある ない

4.5%

14.3%

2.1%

95.5%

85.7%

97.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

水田との関わり

(市民ボランティア)

ある ない

77.2%

94.4%

72.3%

20.8%

5.6%

25.1%

2.0%

0.0%

2.6%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

田んぼの減少について

知っている 知らない 関心ない
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一般市民：水田との関わりは、1~5.0％で、ほとんど関わりがないことが汲み取れる。 

農に関心層：水田との関わりは、14.3~22.3％であり大半の人は体験がない。 

問 5 農地利用について 

                        問は、都市近郊にある日野市の農地（水田、畑） 

を「あなたが利用するとすれば」と聞いたもので、 

一般：直売所 44.5％、次いで田植えや稲刈りのイ

ベントに参加 16.4％、市民農園 12.8％、体験農園

や学習農園で活動 11.1％となっている。 

農に関心層：直売所 27.7％、次いで体験農園や学

習農園で活動19.9％、市民農園を借りる15.1％、

田植えや稲刈りのイベントに参加 14.5％となっ

ている。 

一般で、田植えや稲刈りのイベントに参加 16.4％

と関心が高く学校での水田学習の効果として関

心高くなっている。 

問６ 日野市内の小学校における給食での日野産米の使用について 

                           一般：日野産米給食利用を 69.2％と認識が高い。少学

5,6 年生を持つ父兄であり、学童水田体験もあることな

ど高い認識となっている。 

                           農に関心層：日野産米給食利用を61.1％となっている。 

 

 

 

 

 

問７ 援農としてできる作業内容について 

                        問は、「農家から、高齢化等で水田を継続するためには

非農家の援助（援農）を必要とされた場合、どのよう

な作業ならお手伝いできると思いますか。（農機具の

運転は、豊富な耕作経験を伴い、直ぐには経験できま

せん。）」と解説をした上で、援助の意向が示された。 

減少する水田（問２）にあって、「残さなきゃいけない」

といった意識が読みとれる。 

 

 

問８ 市民として稲作に参加することについて  

                              一般：ぜひ参加したい 9.4％、メリットが 

 あれば参加したい 11.2％、イベントがあれ

ば参加したい 30.8％となっている。 

農に関心層：ぜひ参加したいが 28.4％あり

メリットあれば参加したい 11.4％、イベン

トがあれば参加が 20.6％となっている。 

合わせて一般で 51.4％、農に関心層で

68.4％となり水田保全検討にあたり。相当

数の市民の協力は得られる可能性がある。  

問９ 用水路の名称 

                        一般：用水路の名称を知っている 33.1％、知らないが、

66.9％となっている。 

                        農に関心層：用水路の名称を知っている 63.3％、知らな

いが、36.7％となっている。 

 

 

 

 

問 10 用水路に対する評価等 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        一般、農に関心層共に、とても良い、好ましい、普通を

加えれば、凡そ 90％以上あり非常に評価は高い。 

 

 

 

 

 

5.0%

12.0%

2.9%

13.3%

15.1%

12.8%

13.2%

19.9%

11.1%

16.0%

14.5%

16.4%

40.8%

27.7%

44.7%

9.2%

2.4%

11.3%

2.5%

8.4%

0.7%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

農地利用について

農地を借りて農業

市民農園を借りる

体験農園や学習農園で活動

田植えや稲刈り等のイベントに参加

市場・直売所利用

利用しない

その他

67.4%

61.1%

69.2%

32.6%

38.9%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

日野産米給食利用

知っている 知らない

22.9%

24.1%

22.5%

20.6%

23.6%

19.7%

12.5%

16.4%

11.2%

16.3%

17.4%

15.9%

27.8%

18.5%

30.7%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

非農家の援助について

田植え時 草刈り はざかけ 15.9% 脱穀

13.1%

28.6%

9.4%

11.3%

11.4%

11.2%

30.4%

28.6%

30.8%

12.9%

5.7%

14.6%

8.7%

1.0%

10.6%

17.1%

13.3%

18.0%

6.5%

11.4%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

市民として稲作に参加することについて

ぜひ参加したい メリットがあれば参加したい

イベントであれば参加したい お礼があれば参加したい

参加したくない わからない

39.3%

63.3%

33.1%

60.7%

36.7%

66.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の名称

知っている 知らない

29.5%

48.5%

24.3%

33.4%

35.9%

32.7%

34.6%

13.6%

40.4%

1.7%

1.0%

1.8%

0.8%

1.0%

0.8%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路に対する考え方(評価)

とても好ましい 好ましい 普通

好ましくない 非常に好ましくない

17.0%

26.5%

14.5%

31.0%

37.3%

29.3%

43.2%

23.5%

48.5%

7.1%

10.8%

6.1%

1.7%

2.0%

1.6%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路に対する考え方(満足度)

満足 やや満足 普通 やや不満 不満

28.1%

44.7%

23.5%

29.3%

35.0%

27.8%

40.7%

18.4%

46.8%

1.7%

1.9%

1.6%

0.2%

0.0%

0.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路に対する考え方(親しみ)

とても好ましい 好ましい 普通

好ましくない 非常に好ましくない
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問 1１ 用水路のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全性に対して、一般で、少し悪いとても悪いとを合わせて 20.5％、農の関心層で、14.9％となっている他は、一般、農に関心層共に、イメージに大きな相違はなく、概ね良い評価となっている。 

問 1２-1 用水路の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.2%

32.7%

37.1%

41.4%

38.6%

42.2%

17.4%

17.8%

17.2%

4.6%

8.9%

3.4%

0.4%

2.0%

0.0%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(生き物)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

29.6%

43.4%

26.0%

37.6%

31.3%

39.3%

27.3%

20.2%

29.2%

4.8%

5.1%

4.8%

0.6%

0.0%

0.8%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(雨水排水)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

16.4%

23.7%

14.5%

29.6%

35.1%

28.2%

53.8%

41.2%

57.1%

0.2%

0.0%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(気温の安定）

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

14.6%

18.6%

13.6%

40.3%

51.5%

37.4%

32.5%

22.7%

35.0%

11.0%

7.2%

12.0%

1.5%

0.0%

1.9%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(水質)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

25.6%

28.7%

24.8%

42.9%

37.6%

44.3%

26.3%

25.7%

26.4%

4.4%

5.9%

4.0%

0.8%

2.0%

0.5%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(植物)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

23.2%

30.7%

21.2%

36.5%

37.6%

36.2%

35.9%

22.8%

39.4%

4.0%

7.9%

2.9%

0.4%

1.0%

0.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(親水性)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

7.9%

8.5%

7.8%

25.6%

36.2%

23.0%

47.0%

40.4%

48.7%

15.0%

13.8%

15.2%

4.5%

1.1%

5.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(安全性)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

27.7%

34.7%

25.8%

44.9%

46.5%

44.4%

19.3%

10.9%

21.5%

6.1%

7.9%

5.6%

2.1%

0.0%

2.7%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のイメージ(景観)

とても良い 良い どちらともいえない 少し悪い とても悪い

13.6%

20.0%

12.0%

41.5%

52.6%

38.7%

21.5%

14.7%

23.2%

23.4%

12.6%

26.1%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(自然観察)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

2.4%

7.1%

1.4%

7.1%

11.8%

6.0%

29.6%

22.4%

31.3%

60.8%

58.8%

61.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用につい(摘み草)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

13.4%

23.7%

10.9%

41.8%

48.4%

40.2%

20.5%

14.0%

22.1%

24.3%

14.0%

26.9%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(散歩)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

11.1%

10.3%

11.2%

23.6%

12.6%

26.2%

22.1%

17.2%

23.3%

43.2%

59.8%

39.3%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(魚釣り)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

7.0%

8.3%

6.7%

20.2%

14.3%

21.5%

25.2%

17.9%

26.9%

47.6%

59.5%

44.9%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(水遊び)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

2.4%

8.1%

1.1%

11.3%

17.4%

9.8%

26.0%

24.4%

26.4%

60.3%

50.0%

62.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(絵・写真撮影)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

20.8%

14.8%

22.1%

20.6%

14.8%

21.8%

16.8%

8.6%

18.6%

41.8%

61.7%

37.5%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(通勤・通学)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

1.3%

3.5%

0.8%

2.6%

7.0%

1.6%

19.9%

20.9%

19.6%

76.2%

68.6%

77.9%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(防災用水)

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない
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                          一般・農に関心層共に、用水路の利用は、実生活 

                          上の関わりの通勤、散歩、自然観察で、よく利用 

                          ･時々を合せて凡そ 50％以上となっている。 

                          特に、魚釣りについては、一般：よく利用 11.2％、 

時々利用 26.2％となっている。 

                          農に関心層：よく利用 10.3％時々利用 12.6％とな 

っている。 

防災用水利用は、殆どない。 

問 1２-2 用水路を利用しない理由 

                          一般：時間がないが 30.6％で、次いで用水路が近 

                          くにないが 25％、興味がない 17.4％、危険 8.1％と

なっている。 

                          農の関心層：用水路が近くにない 44.9％、ゴミが 

                          多い 19.2％、水が汚い 6.4％となっている。 

                          上述のように、利用しない一般と農の関心層では、 

                          大きく異なっている。 

 

 

問 1３ 用水路のゴミと臭いについて                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴミ 

一般：とても気になる 16.4％、やや気になる 38.1％で合わせて、54.5％となっている。 

 農に関心層：とても気になる 37.7％、やや気になる 38.1％で合わせて、75.8％となっている。 

・臭い 

 一般：とても気になる 6.2％、やや気になる 15.1％で合わせて、21.3％となっている。 

 農に関心層：とても気になる 10.8％、やや気になる 17.2％で合わせて、28％となっている。 

 

問 1４ 用水路の文化的・歴史的価値について 

                          一般：とてもある、ややあるを合わせて 63.7%とな 

                          っている。 

                          農の関心層：とてもある、ややあるを合わせ.29.2％ 

                          となっている。 

                          多くの市民が高い価値を抱いていることが、汲み取 

                          み取れる。 

 

問 1５ 用水路保全のための市民活動の重要性について 

                          一般：非常に重要 17.1％、重要 52.6％で合わせて 

                          69.6％となっている。 

                          農に関心層：非常に重要 50.5％、重要 45.5％で合 

                          わせて 96％となっている。 

                          用水路保全については、市民との協働の重要性を認

識していることが汲み取れる。 

 

 

問 16-1 用水路保全のための基金について      問 16-1 用水路保全のための基金に支払える金額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基金に対して支払って良いが、一般で 19.1％、農の    支払う金額は、一般で 75.6％が 500、円農の 

関心層で 55.0％となっている。             関心層で 54.1％が 1,000 円となっている。 

 

 

 

 

3.1%

10.5%

1.4%

3.9%

9.3%

2.7%

14.3%

8.1%

15.7%

78.7%

72.1%

80.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の利用について(植木への散水）

よく利用 時々利用 あまり利用しない ほとんど利用しない

8.2%

6.4%

8.6%

11.8%

19.2%

10.4%

28.0%

44.9%

25.0%

8.2%

0

8.1%

15.3%

0.0%

17.4%

28.4%

30.6%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路を利用しない理由

水が汚い ゴミが多い 用水路が近くにない

危険だから 興味がない 時間がない

20.2%

34.7%

16.4%

37.8%

36.7%

38.1%

17.6%

12.2%

19.0%

15.7%

7.1%

18.0%

8.7%

9.2%

8.6%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のゴミ

とても気になる やや気になる

どちらともいえない あまり気にならない

ほとんど気にならない

7.1%

10.8%

6.2%

15.5%

17.2%

15.1%

25.6%

21.5%

26.6%

33.8%

31.2%

34.4%

18.1%

19.4%

17.7%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路のニオイ

とても気になる やや気になる

どちらともいえない あまり気にならない

ほとんど気にならない

33.2%

70.7%

23.4%

36.1%

20.2%

40.3%

15.0%

6.1%

17.4%

2.5%

0.0%

3.2%

13.2%

3.0%

15.8%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の価値

とてもある ややある あまりない 全くない わからない

24.0%

50.5%

17.0%

51.1%

45.5%

52.6%

6.6%

2.0%

7.9%

0.8%

0.0%

1.0%

17.4%

2.0%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路保全のための協働

非常に重要 重要 それほど重要でない 全く重要でない わからない

64.2%

27.1%

75.6%

29.2%

54.1%

21.5%

5.3%

14.1%

2.5%

1.4%

4.7%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

支払い金額

500円 1000円 3000円 5000円

26.5%

55.0%

19.1%

18.0%

11.0%

19.8%

55.5%

34.0%

61.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

基金

払う 払わない わからない
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問 17-1 用水路清掃活動について         問 17-2 用水路の清掃参加について 

 

 

 

 

 

 

 

 

農の関心層は、用水路清掃活動に 47.9％と経験があ  市民、農に関心層共に、問に対する回答に大きな差は

り、問 19 の「水都日野」を評価していることが汲み なく清掃参加の意味を評価している事が汲み取れる。 

取れる。 

問１８ 用水路管理の担い手について 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                         一般、農に関心層共に、用水路の担い手は、用水組合、

農家および行政であることが読み取れる。 

 

 

 

 

問 1９ 日野市の用水再生維持に向けた取組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         「水都日野」としての評価として、一般市民は 6.3％

が知っているが、78．6％知らないとなっている。農の

関心層で、34.0％知っている、知らないが 48.0％なっ

ている。水路に対する満足度（問 10）では、イメージ

（問 11）は、高い評価となっており、これは、「水都

日野」の名称が十分定着していないことによるものと

思われる。 

 

問 20-1 生物多様性地域戦略について  

                         一般：知っているが 2.4％となっている 

農に関心層：知っているが 24.5％となっている 

、                        大きな差がある。 

1 現状では、「聞いたことがある」程度である事が汲み

取れる。 

2  

 

 

問 20-2 「いきものとつながる」イベントについて 

                         問 20-1 と同様な結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

4.0%

16.3%

0.8%

12.9%

31.6%

8.0%

58.0%

48.0%

60.6%

25.1%

4.1%

30.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の清掃活動

よく参加 何度か参加 機会があれば参加 参加しない

50.0%

19.9%

30.1%

50.0%

10.4%

39.6%

50.0%

11.9%

38.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の清掃参加について

地域への誇り・愛着がある 地域のために役に立ちたい

地域のコミュニケーションが高まる

58.7%

73.4%

55.0%

21.4%

19.1%

22.0%

0.8%

0.0%

1.1%

0.2%

0.0%

0.3%

18.9%

7.4%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の管理の担い手(用水組合)

積極的に担うべき 少しは担うべき

あまり担うべきではない 担うべきではない

わからない

39.9%

53.8%

36.4%

41.4%

35.5%

42.8%

1.7%

2.2%

1.6%

1.1%

0.0%

1.3%

16.0%

8.6%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の管理の担い手(農家)

積極的に担うべき 少しは担うべき

あまり担うべきではない 担うべきではない

わからない

15.7%

27.7%

12.7%

55.0%

63.8%

52.8%

7.4%

2.1%

8.8%

3.2%

0.0%

4.0%

18.7%

6.4%

21.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の管理の担い手(周辺農家)

積極的に担うべき 少しは担うべき

あまり担うべきではない 担うべきではない

わからない

6.8%

9.6%

6.1%

56.4%

76.6%

51.5%

9.7%

4.3%

11.1%

4.7%

0.0%

5.8%

22.4%

9.6%

25.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の管理の担い手(一般市民)

積極的に担うべき 少しは担うべき

あまり担うべきではない 担うべきではない

わからない

68.3%

75.3%

66.6%

19.1%

20.6%

18.7%

0.6%

0.0%

0.8%

0.6%

0.0%

0.8%

11.3%

4.1%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水路の管理の担い手(行政)

積極的に担うべき 少しは担うべき

あまり担うべきではない 担うべきではない

わからない

12.0%

34.0%

6.3%

15.7%

18.0%

15.1%

72.3%

48.0%

78.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

水都・日野の認知度

知っている 聞いたことがある 知らない

8.9%

34.3%

2.1%

10.1%

20.6%

7.3%

81.0%

45.1%

90.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

用水守制度の認知度

知っている 聞いたことがある 知らない

10.3%

24.5%

6.6%

57.8%

62.2%

56.6%

31.9%

13.3%

36.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

生き物とつながるイベントの認知度

知っている 聞いたことがある 知らない

11.2%

30.7%

6.0%

22.4%

28.7%

20.7%

66.5%

40.6%

73.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

農に関心層

一般

清流保全条例の認知度

知っている 聞いたことがある 知らない

10.3%

24.5%

6.6%

57.8%

62.2%

56.6%

31.9%

13.3%

36.7%

0% 50% 100%

全体

農に関心層

一般

生き物とつながるイベントの認知度

知っている 聞いたことがある 知らない
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５．市内の取組み事例  

 

■「田んぼの学校」（日野市公民館事業）（都市農業シンポジウム展示パネル） 
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■用水組合及び用水守制度（日野市緑と清流課） 

（都市農業シンポジウム展示パネル） 

 

 
 
～
 
水
辺
の
あ
る
風
景

 
日
野
 
～
 

  
 用

水
組
合
と
用
水
守
に
つ
い
て

 
 

○
用
水
組
合
に
つ
い
て

 

市
内
に
は
、
１
つ
の
土
地
改
良
区
と

5
つ
の
用
水
組
合
が
あ
り
ま
す
。

 

多
摩
川
水
系
で
は
、
 
日
野
用
水
土
地
改
良
区
（
組
合
員
数
７
０
名
）
 

浅
川
水
系
で
は
、
 
 
七
生
西
部
連
合
用
水
組
合
（
組
合
員
数
２
６
名
）
 

向
島
用
水
組
合
（
組
合
員
数
１
２
名
）

 

七
生
東
部
連
合
用
水
組
合
（
組
合
員
数
２
８
名
）
 

豊
田
堀
之
内
用
水
組
合
（
組
合
員
数
６
６
名
）
 

上
田
用
水
組
合
（
組
合
員
数
７
名
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   現
在
、
日
野
市
全
体
で
は
２
０
９
戸
の
組
合
員
が
い
ま
す
。
 

１
７
年
前
の
平
成
１
１
年
で
は
、
３
４
０
戸
の
組
合
員
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
員
の
約
３
分
の
１

が
減
少
。
 
 
 

こ
の
土
地
改
良
区
及
び
用
水
組
合
の
方
々
が
、
先
人
か
ら
脈
々
と
農
地
を
守
り
、
水
路
を
維
持
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
も
慣
行
水
利
権
（
一
部
許
可
水
利
権
）
が
継
続
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 ＜
用
水
組
合
の
活
動
内
容
＞
 

・
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
灌
漑
期
は
、
流
水
の
管
理
を
用
水
組
合
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

・
毎
年
５
月
と
８
月
頃
に
は
、
幹
線
水
路
の
堀
さ
ら
い
と
草
刈
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

・
１
年
を
通
じ
水
門
の
点
検
・
清
掃
、
ス
ク
リ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
用
水
路
ご
み
受
け
の
点
検
・
清
掃
を
実
施
。 

 
・

個
々
の
組
合
員
の
活
動
で
、
用
水
に
隣
接
し
た
農
地
の
組
合
員
の
方
々
が
、
草
刈
り
を
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 
 

 
 

＜
行
政
と
用
水
組
合
の
連
携
＞
 

 
・
護
岸
整
備
・
溢
水
対
策
・
草
刈
り
・
清
掃
等
、
年
間
を
通
し
て
行
政
と
用
水
組
合
で
連
携
し
て
実
施
。
 

 
・
用
水
組
合
の
後
継
者
不
足
や
高
齢
化
の
な
か
、
行
政
は
、
慣
行
水
利
権
を
持
つ
用
水
組
合
等
を
支

援
し
、
組
合
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
、
農
地
の
保
全
と
合
わ
せ
、
安
定
し
た
通

水
に
は
重
要
と
認
識
し
、
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
 

 
 
※
解
散
し
た
用
水
組
合

 
昭
和
末
期

 
 
新
井
用
水
組
合
、
 
平
成
５
年
 
 
南
平
用
水
組
合
、
 

平
成
１
４
年

 
高
幡
用
水
組
合
、

 
平
成
２
７
年

 
三
沢
用
水
組
合
 

 
 
※
連
合
用
水
 
 
七
生
東
部
連
合
は
、
高
幡
・
三
沢
・
落
川
・
百
草
が
連
合
 

七
生
西
部
連
合
は
、
川
北
・
上
村
・
平
山
が
連
合
 

○
用
水
守
制
度
に
つ
い
て

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
現
在
の
用
水
路
は
、
農
業
用
水
と
し
て
の
活
用
は
減
り
ま
し
た
が
、「

親
水
路
」
や
「
ふ
れ
あ
い

水
辺
」
と
し
て
い
っ
そ
う
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
身
近
な
水
辺
と
恵
ま
れ
た
水
環

境
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
で
す
。
平
成
２
８
年
１

月
現
在
、
５
０
団
体
・
３
９
９
名
が
用
水
守
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

平
成
１
４
年
か
ら
用
水
守
の
方
々
が
用
水
の
維
持
管
理
活
動
を
実
施
。
 

平
成
２
０
年
に
は

、き
れ
い
な
水
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
た
団
体
を
顕
彰
す
る

「日
本
水
大
賞
奨

励
賞

」を
受
賞
。
 

 

市
内
を
流
れ
る
用
水
は
１
１
６
km

に
及
び
、
そ
の
う
ち
約
８
．
５
k
m
を
用
水
守

 
が
管
理
。
 

 
 
市
内
の
湧
水
地
は

１
８
０
箇
所
で
確
認
さ
れ
、
夏
季
の
総
湧
出
量
は

１
２
，０

０
０
㎥
/日

に
及
ぶ
。 

登
録
申
込
は
随
時
。
（
皆
様
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
）
 

 
 
用
水
守
の
方
々
は
、
自
発
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
く
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。 

活
動
の
頻
度
は
、
毎
日
か
ら
年
に
数
回
ま
で
。
各
人
の
無
理
な
く
活
動
で
き
る
範
囲
の
中
で
管

理
を
担
う
。
 

 

今
年
度
の
用
水
守
懇
談
会
（
8
/2
9
）と
日
野
用
水
ク
リ
ー
ン
デ
ー
（
1
0
/1
8
）の
よ
う
す
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■石坂ファームハウス 田んぼ体験・高齢者農業体験農園等案内（日野市百草） 
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■せせらぎ農園（日野市新井地区）（都市農業シンポジウム展示パネル） 
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 60 
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６．他都市事例 （募集案内等） 

 

■「田んぼアート」参加募集案内（名古屋市） 



 
 

 62 

 



 
 

 63 

■「市民水田」参加募集案内（名古屋市） 



 
 

 64 
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■「稲作ボランティア」（「市民水田」運営支援）参加募集案内（名古屋市） 
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■農業文化園（農業科学館）・戸田川緑地公園管理センター案内図（名古屋市） 



 
 

 68 

■ＮＰＯ法人大山千枚田保存会・棚田オーナー制度ガイド（千葉県鴨川市） 
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■アグリパーク南陽ガイド（名古屋市「田んぼアート」会場隣接体験農園） 
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